
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なぜ、夏休みはあるのだろう。先生が子どもの頃からずっ

とある。およそ一ヶ月の長期休業だ。夏の暑い中、授業がで

きないからだろうか。それならば、今はエアコンがあるから

夏でも授業ができてしまうのに、夏休みはなくならない。親

にしてみれば、普段は給食があるのに、子どもの昼食を考え

なくてはならないから、「困ったもんだ」と頭を捻っている

かもしれないが、夏休みはなくならない。だから、夏休みに

は意味があるのだろう。 

 先生なりの答えは三つだ。 

一つ目は、リフレッシュの機会として夏休みがあるとい

うものだ。学校は予定が詰まっていて、せわしない。そこで

生活するということは、年齢が低ければ低いほど、発達段階

が幼ければ幼いほど、結構疲れる。大人でも夏季休暇という

ものがあるので、子どもにも、リフレッシュして英気を養う

期間が、ある程度必要だ。もっとも、大人の夏季休暇は皆ほ

ど長くはないが。 

二つ目は、普段、学校ではできない学びや体験を積むため

にあるというものだ。学校の学習は、机上で行うものがほと

んどだ。しかし、知識は、実体験を伴ったり、生活知として

身に付いたり、覚えたことを表現したりして初めてものに

なる。ブラッシュアップ・バージョンアップの機会として夏

休みはある。先生たちも同様だ。 

 三つ目は、自主・自律の機会のためにあるというものだ。

学校に来ていれば、ある一定の時間の流れの中でやるべき

ことが設定されていて、その中で、自分で予定を立てたり、

何かを我慢したり、自分を律しながら生活している。しかし、

夏休みはそうではない。一日の流れも、一ヶ月の見通しも、

自分が組み立てなければならない（中学生はできるように

なっていくことが求められる）。実は、この三つ目ができる

か否かで、一つ目と二つ目の夏休みの意味が、享受できるか

どうかは大きく異なると、先生は思う。 

朝、起きない、日中はゴロゴロして Youtube ばかり見て

いる、夜通しゲームや LINE をするなど、「学校があった方

が良かった」と思ったり、親などから後ろ指をさされたりす

るような、「食う・寝る・遊ぶ」だけの夏休みは最悪だ。皆

には、有意義な夏休みを過ごし、8月22日に一回り成長し

た姿で学校に来ることを期待している。 

  

先日、初めての合唱コンクールが行われた。一年生らしい

元気のあるはつらつとした合唱を、どのクラスも披露した。

あらためてそのことを称えるととともに、すばらしい時間

を共有できたことに感謝したい。また、学級の練習を牽引し

た指揮・伴奏・パートリーダー・実行委員などの尽力にも敬

意を表したい。 

各学級の取組を通して一般化できること（どんなことに

も応用できる基本的なこと）は、多くの人が関わって一つの

ものを創り上げるときには、①完成イメージを提示して牽

引する人（達）がいること、②完成イメージを共有すること

が欠かせないということ、③完成イメージを共有した多く

の人が、いつからどれだけその達成に向けて本気で取り組

んだかということが大切だということだ。本気で取り組む

ということは大変で、つらいことだが、その分充実感も、築

き上げる楽しさも大きい。皆には、そんな経験を積んでほし

いと願う。 

 

「歴史は繰り返される」、「過去に学ばない者は、現在に盲

目となる」という言葉を聞いたことがあるだろうか。これら

の言葉には、歴史を学ぶことの大切さが凝縮されている。 

皆が訪れるチェックポイントは、旧石器時代、平安時代、

江戸時代、太平洋戦争中・後の仙台の様子を伝えてくれてい

る。歴史の学習は、歴史の大きな流れを把握した上で、その

土地に生きる人々がどのように生きていたのかという歴史

の裏側を学んだり、歴史から現代生活への教訓を学んだり

するところに大切なポイントがある。過去の成功や失敗を

現在に生かす知恵が、歴史の学習にはある。今回の校外学習

に限らず、野外活動や修学旅行、家族旅行、行く先々で歴史

から学べる人になってほしいと思う。 

また、校外学習は自主研修がメインなので、自分たちで時

間管理をしながら、社会の一員として公共のマナーを守っ

て楽しく活動することが求められる。しかし、地下鉄のホー

ムや車内で騒いだり、店内で他のお客様に迷惑となるよう

な利用をしたり、高齢者や妊婦や幼児など多くの人が行き

交う歩道を横に広がりながら歩いたり、挙句の果てには自

分たちを棚に上げて「邪魔だな」みたいな言動を口走ったり

などが懸念される。世の中の中学生を見る目は、幼児や小学

生を見る目とは違い、最低限度のマナーは「分かるよね」と

見ている。皆の様子から、中学生には判断力が求められると

いうことを学んでいってほしいと思う。 

202３年度 七北田中第１学年だより 
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文責 千坂 朋広 

有意義な夏休みを！ 

８月２２日（火）の予定 

授業予定→全校集会・月２・月３・校外学習事前指導 

※給食なしで午前限。学年会議のため部活なし 

持ち物→授業の用意、提出物、持ち帰った Chromebook 

校外学習に向けて 

合唱に学ぶこと 



８月の行事予定 

日 曜 学校・学年予定等 授業予定 給食 
1 火 教育相談⑧ 東北大会（～10 日まで ※競技ごと）   

2 水 教育相談⑨   

3 木 教育相談⑩   

4 金 教育相談⑪   

5 土 部活なし   

6 日 部活なし   

7 月    

8 火    

9 水 部活なし   

10 木 部活なし   

11 金 山の日 部活なし   

12 土 部活なし   

13 日 部活なし   

14 月 夏季学校閉庁日 部活なし   

15 火 夏季学校閉庁日 部活なし   

16 水 夏季学校閉庁日 部活なし   

17 木    

18 金 教育文化講演会   

19 土 部活なし   

20 日 部活なし   

21 月 職員会議 午前部活なし   

22 火 全学年授業日 月曜の授業 全校集会 学年部会 部活なし 集会・月２・３・事前指導 × 

23 水 全学年授業日 校外学習 校外学習 × 

24 木 全学年授業日 実力考査前部活なし 金曜の授業 校外学習まとめで総合 4 時間 × 

25 金 実力考査 給食開始 市駅伝大会激励会 国・数・英・社・理・学 ○ 

26 土    

27 日    

28 月  １・２・３・４・５・道 ○ 

29 火  １・２・３・４・５・６ ○ 

30 水 専門委員会 １・２・３・４・５・６ ○ 

31 木 市駅伝大会  文化部発表会リハーサル  夜間開放×  金曜の授業 金の１・２・３・４・５ ○ 

 

 

 



９月の行事予定 

日 曜 学校・学年予定等 授業予定 給食 
1 金 文化部発表会 市駅伝予備日 木の授業 木の１・２・３・４・発表会 ○ 

2 土    

3 日    

4 月 中央委員会 １・２・３・４・５・学 ○ 

5 火 陸上部小学校訪問指導 木の授業 木の１・２・３・４・道 ○ 

6 水 新人大会抽選会 期末前部活なし（～9/12） 金の授業 金の１・２・３・４・５ ○ 

7 木 １年天文台学習→弁当持参 火の授業 火の１・天文台学習 弁当 

8 金 水の授業 水の１・２・３・４・５・６ ○ 

9 土    

10 日    

11 月 期末考査① 給食なしで下校 国・社・数 × 

12 火 期末考査② 体・技家・理・英 ○ 

13 水 火の授業 火の１・２・３・４・５・６ ○ 

14 木 教科研究会のため部活なし 月の授業 月の１・２・３・４・５ ○ 

15 金 教科部会 １・２・３・４・５・道 ○ 

16 土    

17 日    

18 月 敬老の日   

19 火 職員会議のため部活なし １・２・４・５・６ ○ 

20 水 学期末事務処理期間（～10/6） １・２・３・４・５・６ ○ 

21 木 教科外研のため部活なし １・２・３・４・道 ○ 

22 金 3 年実力考査 １・２・３・４・５・総 ○ 

23 土 秋分の日   

24 日    

25 月 立会演説会・選挙 成績表配付・評定交換 １・２・３・４・５・演説 ○ 

26 火 学年部会のため部活なし １・２・３・４・５・６ ○ 

27 水 フリー参観・保護者会 木曜の授業 木の１・２・３・４・P・P ○ 

28 木 水曜の授業 水の１・３・５・６・道 ○ 

29 金  １・２・３・４・５・総 ○ 

30 土 七北田小学校区避難所運営訓練   

 

 

 


